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１．はじめに

近年、北海道内のダムやため池などにおいても、堆砂の増加による貯水機能の低下が懸

念されており、この堆砂土を有効に利活用することが重要な課題となっている。道内の農

業用ダムは比較的平野部に位置しており堆砂土には細粒質のものが多く、農耕地への客土

材として利用された実例もいくつか知られている。したがって、農業用ダムの堆砂土の利

用方法として、農耕地への客土材としての利用が有望であると考えられる。

本報では、北海道の農業用ダムにおける堆砂土を農耕地への客土利用を想定して理化学

性の分析を行い、客土材としての適性について検討した。

２．調査概要

道内の農業用ダムの堆砂土および周辺地山土を採取し、客土材としての適性を判断する

ため、農耕地土壌に定められた分析項目にしたがって理化学性分析を行い、これらの結果

を既往の資料 と併せて整理した。調査対象としたダムの諸元を表１に示す。今回対象と１）

したダム数は12ダムで、流域地質は７ダム

が堆積岩、５ダムが火成岩を主体としてい

る。また上流地域に農耕地のあるダムが５

ダム含まれている。

３．調査結果および考察

調査対象とした12ダムの池敷上流域～下

流域にかけての堆砂土の粒度を図１に示

す。上流域では粗粒・中粒質のものが多

く、下流域では細粒質のものが多く堆積し

ている傾向がみられる。

図２に理化学性分析結果の基準適合率を

示す。今回用いた基準は、北海道農政部お

よび北海道立試験場で設定した基準 (以２）

下、北海道基準)に定められているものにつ

いてはこれを使用し、それ以外の項目につ
３）いては地力保全基本調査要因強度別基準

(以下、地力保全基準)を用いた。基準適合

率は、各分析項目ごとに全試料数のうち北

海道基準もしくは地力保全基準要因強度１

を満たすものの割合を示したものである。

この基準適合率が高いほど、客土材として

より適性があるといえる。

Civil Engineer ing Research Inst itu te of Hokka ido*(独)北海道開発土木研究所
ｷｰﾜｰﾄﾞ：ダム堆砂土、客土利用、理化学性、農業用ダム

表１ 調査対象ダムの諸元
Character ist ics of su rveyed reservoir s

Ａダム 堆積岩 31 無 E
Ｂダム 堆積岩 72 無 E
Ｃダム 堆積岩 29 無 R
Ｄダム 堆積岩 5 無 C
Ｅダム 堆積岩 32 無 E
Ｆダム 堆積岩 7 無 R
Ｇダム 堆積岩 40 有 E
Ｈダム 火成岩 25 有 R
Ｉダム 火成岩 61 有 E
Ｊダム 火成岩 11 有 R
Ｋダム 火成岩 25 無 R
Ｌダム 火成岩 17 有 R
ダム形式：E =アースダム、C =コンクリートダム、R =ロックフィルダム

流域地質 経過年数
（年） ダム型式上流地域の

農耕地の有無ダム名

図１ 池敷内位置による堆砂土の細～粗粒の割合
Par t icle size dist r ibu t ion of the sedimen ts a t different
posit ions
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堆砂土と地山土を比較すると、地山土は基

準適合率が低い項目が多く、堆砂土の方が地

山土よりも客土材としての適性が高い。

可給態窒素の基準適合率は他の要素に比べ

て低い(図２)。その含有量の出現頻度を図３

に示すが、ダム上流地域での農耕地の有無で

比較すると、農耕地ありの方が窒素含有量の

高い試料が多くみられる。しかし基準の20

100 以下の試料も多く、このような場mgN/ g

合には客土後の施肥等を考慮する必要があ

る。

また、流域地質で比較すると、図４に示し

たように交換性塩基( , , )、微量要素Ca Mg K

である可溶性 , は堆積岩系の流域地質Cu Zn

の堆砂土の方が高い値を示している。その他

の項目についてははっきりとした傾向は見ら

れなかった。

４．まとめ

北海道の農業用ダム堆砂土の客土材として

の性状を検討した。主な結果は次のとおりで

ある。(1)堆砂土は上流側は粗粒質で､下流側

は細粒質の傾向がある。(2)堆砂土の方が地

山土より基準適合率が高く、客土材としてよ

り適性が高い。(3)ダム上流地域に農耕地が

ある場合、堆砂土の可給態窒素含有量が多く

なる傾向がみられる。(4)流域地質の違いに

よっても肥料成分に違いが現れる。

堆砂土は一般肥沃度、微量成分ともに地山

土に比べて肥沃であり、客土材として有望で

ある。なお、被客土農地と堆砂土双方の成分

分析を行い、適切な客土量、客土後の施肥量

等を検討する必要がある。
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図２ 理化学性分析結果の基準適合率
Conformity ra t io of the soil proper t ies with the
standards
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図３ 農耕地の有無による可給態Ｎ含有量の出現頻度
Dist r ibu t ion ra t io of the soils N con ten t in located with
upper and withou t lower fa rmland a t upst ream( ) ( )

可給態窒素・農耕地あり

0

20

40

60

80

100

～10 ～20 ～30 ～40 ～50 ～60 ～70 ～80
mgＮ/100g

（％）

堆砂土
地山土

可給態窒素・農耕地なし

0

20

40

60

80

100

～10 ～20 ～30 ～40 ～50 ～60 ～70 ～80
mgＮ/100g

（％）

堆砂土
地山土

図４ 流域地質による理化学性成分含有量の違い
Nutr ien t con ten ts of the sedimen ts of differ en t geologica l
mater ia ls
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